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一印圧縮応力度，応力度の単位ｋg/cm2
第１表コンクリートスラブ中央部の応力度表
次にコンクリートスラブの全導入応力度は，柊点４および10においては計算値の約１．６－２０倍大き
し結果が得られた。しかし第１表の計算値は鋼とコンクリートの弾性係数比を、＝７とした結果であ
るが，後述の如くコンクリートのテストピースの実験から得られた、＝６．３を計算に採用すれば，上
記の割合は約1.3～1.7倍となる。いずれにしてもこれらの部分におけるコンクリートには予想以上の
応力が導入されたことになる。しかし導入された圧縮応力度の大きいことは安全側であるから，悪い
結果でなく〉また日時の経過と共に乾燥およびクリープによって導入応力は相当減少するものと想像
される。
（Ｂ）温度測定
ヒズミ測定に並行して温度分布について測定した結果を示すと第４図（Ａ）（Ｂ）の如くである。
この測定は３月～５月の春季昼間時の測定結果であるが，床版コンクリートの方が鋼桁部より高温
でありγその最大差は６°Ｃであった。コンクリート内の温度分布は直線的でなく，図示の如く中間
層は上下層よりも高温であり，合成桁の設計施工指針に示されてある一様分布とは異なっている。こ
の温度分布については，さらに他の季節や夜間における測定を行なって検討してゑたい。
－８８－
3９保田･柳場･小堀･吉田･酒井：連続合成桁橋の架設時における導入応力の測定について
、／〃鰺
Ｑ
Ｑ
Ｓ
/０℃／５ ２０２５
－－－－燗鹸随時一・・一ｵ|柵MijJ穀11;－．－jii2期lil縦l塒
鋼棒票鯖一･･･一稲Hjb1iT降時
第４図（Ａ）格点１０断面温度分布図
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第４図（Ｂ）格点１５断面温度分布図
B５
（Ｃ）床版コンクリートの弾性係数
第２期床版コンクリート打設時に採取したテストピースを実験室
－８）を使用して弾性係数を測定した結果平均ＥＣ-33,800kg/ｃｍ２
またコンクリートの平均破壊強度はひ2,＝632kg/ｃｍ２であった。
において電気抵抗線ヒズミ計（ＫＰ
83,800kg/ｃｍ２を得た。従って、＝６．３となる。
８むすび
卜導入応力については大体所期の目的が達せられているが，測定値と計算値との間に２０％内外の差が
あり，今後コンクリートの乾燥収縮およびクリープによる応力度の変化状態を調査し，さらに引き続
き行なっている２径間連続合成桁に対する導入応力の測定結果と比較検討して，連続合成桁に対する
この種の応力導入方法について有益なる資料を確立したいと考えている。また温度分布に関しても各
季節における変化状態を十分調査する計画である。
この測定に当っては富山県土木部ならびに川田工業株式会社から多大の御援助をいただいたことを
附記して深謝の意を表します。
（原稿受付1962年１１月１２日）
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